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普
段
「
ち
ょ
う
し
ん
き
」
を
身
に
つ
け
な

く
な
っ
て
久
し
い
眼
科
医
の
飯
田
と
申
し
ま

す
。

　
当
院
で
は
眼
科
用
手
術
シ
ス
テ
ム
を
最
新

の
も
の
に
更
新
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
ラ
イ
カ
社
の
眼
科
手
術
顕
微
鏡

と
内
臓
型
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ（
網
膜
光
干
渉
断
層

計
）
シ
ス
テ
ム
、
ア
ル
コ
ン
社
の 

３
Ｄ
手
術

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
カ
社
の
顕
微
鏡
内
蔵
型
術
中
Ｏ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
で
は
当
院
が
導
入
第

一
号
の
最
新
の
機
器
と
な
り
ま
す
。
網
膜
剥

離
、
黄
斑
円
孔
、
黄
斑
前
膜
、
増
殖
糖
尿
病

網
膜
症
な
ど
網
膜
に
対
す
る
繊
細
な
手
術
操

作
が
必
要
な
手
術
で
優
れ
た
効
力
を
発
揮
し

ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
、
微
弱
な
レ
ー
ザ
ー
光
の
干
渉

作
用
を
用
い
て
網
膜
の
断
層
画
像
を
数
㎛
の

分
解
能
で
詳
細
に
描
出
可
能
な
検
査
機
器
で

す
。
従
来
は
、
手
術
前
の
外
来
に
て
行
う
Ｏ

Ｃ
Ｔ
検
査
の
情
報
を
頼
り
に
、
術
中
の
顕
微

鏡
所
見
と
併
せ
て
網
膜
硝
子
体
界
面
の
状
態

を
想
像
し
な
が
ら
手
術
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
眼
底
出
血
に
よ
り
手
術
前

に
網
膜
の
詳
細
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
も
あ
り
、
手
術
時
の
顕
微
鏡
所
見
の

み
を
頼
り
に
網
膜
界
面
の
状
態
を
判
断
し
、

術
式
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
手
術
中
に
Ｏ
Ｃ
Ｔ
画
像
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
た
め
、
網
膜
剥
離
に
お
け
る
網
膜
下
液

や
黄
斑
円
孔
の
状
態
等
の
評
価
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
正
確
な
術
中
判

断
に
基
づ
く
精
密
な
手
術
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
３
Ｄ
手
術
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
用

い
る
こ
と
で
、
術
前
の
検
査
結
果
を
手
術
時
の
３
Ｄ

モ
ニ
タ
ー
に
統
合
し
て
表
示
さ
せ
な
が
ら
、
手
術
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
白
内
障

手
術
に
お
い
て
も
、
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
術
後

の
残
余
乱
視
の
最
小
化
を
図
り
、
よ
り
付
加
価
値
の

高
い
精
密
な
手
術
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
更
新
に
よ
り
、
最
先
端
の
眼
科
手
術
環
境
が
整
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
よ
り
安
全
で
低
侵
襲
、
高
精
度
な
治
療
を

地
域
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

最
新
の
眼
科
手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
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田
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人

❶
眼
科
手
術
顕
微
鏡
　
❷
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Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
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❸
３
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手
術
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島田市立総合医療センター医師診療表

（紹介状がない場合は特定初診料が7,700円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

令和５年１月６日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科窓口の受付時間は8:15～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午）

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当医療センターのホームページでご確認下さい。

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 中山 織田 交替 中島 藤本

二診 スポーツ外来 澤田 加藤 織田 中島佐伯
三診 交替 中山 佐伯 加藤 佐伯

義肢装具 義肢装具

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）
午後 手術 手術 手術 手術

呼吸器内科
呼吸器外科

一診
午前 午前 第1･第3･第5 第１ 午前非常勤 藤川

非常勤 非常勤 第2・第4 第2・第3・第4・第5 非常勤藤川 小澤

二診 小林 午前 小林小林

三診 小澤
午前

第1･第3･第4・第5
第１

一條小澤

小澤 第2・第3・第4・第5
藤川

四診
（呼吸器内科） 金田 上原 一條 再診 再診

金田 上原
手術 気管支ファイバー 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前のみ 新患のみ 再診 再診 再診
野垣 柳田 柳田 柳田 柳田

※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 大石/鈴木 善當
午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石/坪井
午後・再診 善當/鈴木 鈴木 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 久保 野垣 鈴木

消化器内科

一診 松下 渡邉 米倉 竹内 横田
二診 米倉 竹内 金山 渡邉 金山

三診 横田 午後 午後
松下 松下

※検診で異常を指摘され、２次精検希望の方は原則予約対応です。
あらかじめ電話や窓口で予約をしてからご来院ください。

　予約外で窓口に来院された場合は予約をとらせていただきます。

放射線治療科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科
一診 磯野 上村 植田 野澤 植田
二診 渡邊 林 惟康 佐京 磯野
三診 内山 三枝

専門外来
午前 ヘルニア専門外来

和田

午後 肥満外科外来
渡邊

乳腺外来 午後 ※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
　問い合せ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 渡邉 三倉
午前・二診 渡邉
午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科
一診 山形 金城 交替 村田 浦野
二診 平田 山形

※受付時間は10:00までです。

専門外来 午後
頭痛外来
交替

※「頭痛外来」は完全予約制です。紹介状が必要です。

泌尿器科

一診

第1・第3・第5

福澤 福澤 畑野 　　松下
第2・第4
交替

二診 後藤 畑野 浅賀 後藤
その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術

※初診の方は待ち時間があります。
※受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 鹿毛 鹿毛 鹿毛 鹿毛 鹿毛
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野
三診 富田 富田 富田 富田 富田

四診 第3
伊藤

光線 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

※完全予約制です。詳しくは皮膚科に問い合せ下さい。
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)

（専門外来）
リンパ浮腫外来 第１・第3 第2・第4

三倉 磯野

学童専門外来
16:30～17:00 16:30～17:00

※完全予約制です。詳しくは皮膚科に問い合せ下さい。
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 小松

午後・一診 第１ 13:30～14:00 小松 13:30～14:00 小松手術 市検診 市検診
※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科
一診 山河 音成 山河 山河 音成
二診 音成 山河 音成 音成 山河

※診察は午前のみになります。	

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合内科 午前･一診 谷尾 久保

第1･第3･第4・第5

谷尾 鈴木
奥田
第2
担当

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科 午前

第1・第3・第5
交替
第2・第4
鈴木

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

循環器内科

一診 青山 蔦野 小夫家 石田 金森

二診 北橋 青山 西山 午後 中村蔦野

三診 第2・第4午前 小夫家金森
（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合せ下さい。

小児科

午前・初診

第１・第３・第４・第５

髙梨 髙梨 植田 植田
髙梨
第２
植田

午前
専門外来

腎臓（第１・第3.･第5） 専門 専門 専門 専門
和田 武藤 那須 那須 武藤

心臓　第2 発達相談 専門
こども 那須 武藤

午後
専門外来

乳児検診
（第2･4･5）

神経・発達 発達相談 神経・発達 内分泌（第2・第4） 発達
那須 那須 那須 金城 武藤

心臓　第2 アレルギー 神経 専門（第1・第3） アレルギー
こども 植田 武藤 武藤 植田
※受付時間は10:00までです。	
※“こども”は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	

眼　　科

午前・一診 田平 飯田 田平 飯田 飯田
午前・二診 志水 志水 小原 小原 志水
午後・一診 志水 田平
午後・二診 小原 田平 志水

※受付時間は10:00までです。



本館　鉄骨造免震構造８F
リニアック棟
　鉄筋コンクリート造耐震構造1F
浄化槽棟
　鉄筋コンクリート造耐震構造B1/1F
人工透析センター
　鉄骨造耐震構造3F
別館
　鉄骨造耐震構造３F
高度急性期 ６床
急性期 ３８９床
回復期 ４０床
感染症 ６床
結核 ４床 （計445床）
全体約1,130台

（内、新設333台）
185台

構 造

病 床 数

駐 車 場

駐 輪 場

施設概要 P P

151台

骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療

病
院
建
設
課

　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
着
工
し
た
新
病
院
建
設
工
事
は
、

５
年
の
歳
月
を
か
け
、
令
和
５
年
３
月
17
日
（
金
）
に
竣

工
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
新
病
院
の
開
院
、
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
、
新
ロ
ー
タ
リ
ー
・
県
道
交
差
点
の
開
通
な
ど
を
順
次

進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事
中
は
、
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
す
べ
て
の
工
事

を
無
事
完
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
竣
工
後
の
３
月
18
日
（
土
）
か
ら
は
、
部
分
的
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
た
新
駐
車
場
も
３
３
３
台
全
て
が
全
面

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
西
側

に
設
け
た
１
８
５
台
の
駐
輪
場
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
病
院
敷
地
内
を
南
北
に
通
る
構
内
道
路
が

開
通
と
な
り
、
南
北
間
移
動
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
島
田
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
高
度
急
性
期
病
床

を
は
じ
め
、
急
性
期
、
回
復
期
、
感
染
症
、
結
核
の
各
病

床
を
備
え
、
志
太
榛
原
医
療
圏
に
お
け
る
中
核
的
医
療
機

関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
免

震
化
、
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
に
よ
り
、
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
機
能
や
救
急
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
安
心
の
砦
と
し
て
、
今
後

も
質
の
高
い
医
療
を
実
践
し
ま
す
。

　
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
最
新
の
情
報
は
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

新
病
院
建
設
通
信
26

新病院建設工事　竣工のお知らせ

　
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
高
齢
者
に
よ
る
骨
折
で
骨
粗

鬆
症
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
倒
に
よ
り
、
骨

折
を
起
こ
し
、
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
患
者

さ
ん
の
生
活
を
大
き
く
変
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
に
な
り
、

ひ
い
て
は
社
会
経
済
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
世

界
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
緊
急
対
応
で
手
術
を
行
い
、
骨
粗
鬆
症

を
早
期
か
ら
予
防
・
治
療
し
、
健
康
寿
命
の
維
持
を
目

指
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
骨
折
や
骨
粗
鬆
症
の
患
者

さ
ん
の
治
療
を
通
し
て
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、

作
業
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
る
『
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
』

を
立
ち
上
げ
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
栄
養
療
法
】

　
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

る
蛋
白
質
が
多
い
食
品
（
肉
、
魚
、
卵
、
豆
類
、
乳
製

品
な
ど
）
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
多
い
食
品
（
魚
、
乾
燥
き

の
こ
類
な
ど
）
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
食
品
（
緑
黄
色
野

菜
な
ど
）
を
摂
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
分
野
と
は
、
皮
膚
障
害
の
あ
る
皮
膚
や
弱

い
皮
膚
に
対
し
て
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
、
ま
た
排
泄
障
害
に

対
し
て
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
分
野
の
こ
と
で
す
。
主
な
活
動
は
、
褥
瘡
（
床
ず

れ
）
・
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
と
人
工
膀
胱
）
・
失
禁
に
対
す

る
ケ
ア
が
中
心
で
す
。

〇
褥
瘡
（
床
ず
れ
）

　ど
の
よ
う
な
人
に
褥
瘡
が
発
生
し
や
す
い
の
か
判
断
す
る
こ

と
、
そ
の
人
の
活
動
状
況
に
合
わ
せ
て
マ
ッ
ト
レ
ス
を
選
択
す

る
こ
と
で
、
褥
瘡
の
発
生
を
予
防
す
る
ケ
ア
を
検
討
し
ま
す
。

　ま
た
、
褥
瘡
を
は
じ
め
と
す
る
創
傷
（
傷
）
を
治
す
た
め

に
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
褥
瘡
廻
診
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
治

療
計
画
を
立
て
ま
す
。 

（
担
当
：
山
本
）

〇
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
と
人
工
膀
胱
）

　ス
ト
ー
マ
を
造
設
す
る
手
術
を
控
え
て
い
る
方
の
不
安
が
軽

減
で
き
る
よ
う
に
手
術
前
は
外
来
で
ス
ト
ー
マ
造
設
後
の
生
活

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

（
担
当
：
石
川
）

　入
院
中
は
、
手
術
後
ス
ト
ー
マ
の
管
理
に
困
ら
な
い
よ
う
に

位
置
決
め
を
し
た
後
、
手
術
後
、
個
々
に
合
わ
せ
た
装
具
を
選

択
、
患
者
さ
ん
お
よ
び
御
家
族
に
ス
ト
ー
マ
の
管
理
方
法
や
日

常
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

（
担
当
：
奈
木
）

　ス
ト
ー
マ
を
保
有
さ
れ
て
い
る
方
が
加
齢
に
伴
う
変
化
に
対

応
し
て
い
け
る
よ
う
に
ス
キ
ン
ケ
ア
外
来
で
定
期
的
に
皮
膚
の

観
察
を
行
い
、
日
常
生
活
上
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま

す
。 

（
担
当
：
山
本
）

〇
失
禁

　病
気
や
手
術
後
、
加
齢
に
よ
っ
て
発
生
す
る
尿
や
便
失
禁
の

改
善
を
促
す
ケ
ア
、
ま
た
失
禁
に
よ
る
皮
膚
か
ぶ
れ
に
対
す
る

予
防
や
改
善
の
た
め
の
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
排
尿
自
立

支
援
チ
ー
ム
に
て
、
自
力
で
排
尿
が
で
き
る
よ
う
に
医
師
と
共

に
治
療
計
画
を
立
て
ま
す
。 

（
担
当
：
奈
木
）

〇
特
定
行
為
研
修
を
終
了
し
て
い
る
看
護
師
（
奈
木
）

　傷
の
血
液
が
供
給
さ
れ
な
い
組
織
の
除
去
や
傷
を
早
く
治
す

手
助
け
を
す
る
医
療
行
為
を
行
え
る
看
護
師
で
す
。
適
切
な
時

期
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
処
置
が
行
え
る
こ
と
か
ら
医
師
の
診
療
業

務
の
代
行
が
で
き
ま
す
。

　最
後
に
地
域
の
病
院
・
施
設
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
患
者
さ
ん
を
支
え
て
い
く
事
が
私
た
ち
の

使
命
で
す
。
療
養
生
活
に
お
け
る
お
悩
み
は
い
つ
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
運
動
療
法
】

　
適
度
な
運
動
は
骨
の
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
て
、
カ
ル

シ
ウ
ム
が
骨
に
し
っ
か
り
蓄
え
ら
れ
る
の
を
助
け
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
か
か
と
あ
げ
な
ど

軽
い
運
動
を
す
る
だ
け
で
も
効
果
的
で
す
。
適
度
な
日
光

浴
で
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
、
体
内
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
作
ら
れ
ま
す
。
冬
で
あ
れ
ば
30
分
〜
60
分
程
度
散
歩
に

出
か
け
た
り
、
夏
で
あ
れ
ば
暑
さ
を
避
け
て
木
陰
で
30
分

程
度
過
ご
し
た
り
、
積
極
的
に
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

【
薬
物
療
法
】

　
骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
、
骨
密
度
を
増
や
し
た
り
、
骨

質
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
骨
折
を
予
防
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
腰
痛
な
ど
の
痛
み
を
抑

え
る
作
用
を
持
っ
た
お
薬
も
あ
り
ま
す
。
個
人
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
注
射
や
内
服
薬
を
、
医
師
と
相
談
し

て
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
薬
は
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
医
療
と
連
携
し
、
治
療
率
の
向
上
、
脆

弱
性
骨
折
・
寝
た
き
り
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
生
活

の
質
を
保
て
る
よ
う
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

認
定
看
護
師
の
活
動
紹
介
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
特
定
認
定
看
護
師
　奈
木
志
津
子

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
　
　山
本
利
恵
子
、
石
川
美
幸

護部だより護部だより看

山本看護師（左）、奈木看護師（右）
石川看護師（中央）

骨粗鬆症リエゾンチームのメンバー

カンファレンスの様子

（３） ちょうしんき 第75号 （２）ちょうしんき第75号

ル
ビ
あ
り
注
意

じ
ょ
く
そ
う

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う



本館　鉄骨造免震構造８F
リニアック棟
　鉄筋コンクリート造耐震構造1F
浄化槽棟
　鉄筋コンクリート造耐震構造B1/1F
人工透析センター
　鉄骨造耐震構造3F
別館
　鉄骨造耐震構造３F
高度急性期 ６床
急性期 ３８９床
回復期 ４０床
感染症 ６床
結核 ４床 （計445床）
全体約1,130台

（内、新設333台）
185台

構 造

病 床 数

駐 車 場

駐 輪 場

施設概要 P P

151台

骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療

病
院
建
設
課

　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
着
工
し
た
新
病
院
建
設
工
事
は
、

５
年
の
歳
月
を
か
け
、
令
和
５
年
３
月
17
日
（
金
）
に
竣

工
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
新
病
院
の
開
院
、
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
、
新
ロ
ー
タ
リ
ー
・
県
道
交
差
点
の
開
通
な
ど
を
順
次

進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事
中
は
、
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
す
べ
て
の
工
事

を
無
事
完
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
竣
工
後
の
３
月
18
日
（
土
）
か
ら
は
、
部
分
的
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
た
新
駐
車
場
も
３
３
３
台
全
て
が
全
面

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
西
側

に
設
け
た
１
８
５
台
の
駐
輪
場
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
病
院
敷
地
内
を
南
北
に
通
る
構
内
道
路
が

開
通
と
な
り
、
南
北
間
移
動
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
島
田
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
高
度
急
性
期
病
床

を
は
じ
め
、
急
性
期
、
回
復
期
、
感
染
症
、
結
核
の
各
病

床
を
備
え
、
志
太
榛
原
医
療
圏
に
お
け
る
中
核
的
医
療
機

関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
免

震
化
、
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
に
よ
り
、
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
機
能
や
救
急
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
安
心
の
砦
と
し
て
、
今
後

も
質
の
高
い
医
療
を
実
践
し
ま
す
。

　
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
最
新
の
情
報
は
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

新
病
院
建
設
通
信
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新病院建設工事　竣工のお知らせ

　
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
高
齢
者
に
よ
る
骨
折
で
骨
粗

鬆
症
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
倒
に
よ
り
、
骨

折
を
起
こ
し
、
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
患
者

さ
ん
の
生
活
を
大
き
く
変
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
に
な
り
、

ひ
い
て
は
社
会
経
済
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
世

界
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
緊
急
対
応
で
手
術
を
行
い
、
骨
粗
鬆
症

を
早
期
か
ら
予
防
・
治
療
し
、
健
康
寿
命
の
維
持
を
目

指
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
骨
折
や
骨
粗
鬆
症
の
患
者

さ
ん
の
治
療
を
通
し
て
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、

作
業
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
る
『
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
』

を
立
ち
上
げ
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
栄
養
療
法
】

　
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

る
蛋
白
質
が
多
い
食
品
（
肉
、
魚
、
卵
、
豆
類
、
乳
製

品
な
ど
）
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
多
い
食
品
（
魚
、
乾
燥
き

の
こ
類
な
ど
）
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
食
品
（
緑
黄
色
野

菜
な
ど
）
を
摂
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
分
野
と
は
、
皮
膚
障
害
の
あ
る
皮
膚
や
弱

い
皮
膚
に
対
し
て
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
、
ま
た
排
泄
障
害
に

対
し
て
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
分
野
の
こ
と
で
す
。
主
な
活
動
は
、
褥
瘡
（
床
ず

れ
）
・
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
と
人
工
膀
胱
）
・
失
禁
に
対
す

る
ケ
ア
が
中
心
で
す
。

〇
褥
瘡
（
床
ず
れ
）

　ど
の
よ
う
な
人
に
褥
瘡
が
発
生
し
や
す
い
の
か
判
断
す
る
こ

と
、
そ
の
人
の
活
動
状
況
に
合
わ
せ
て
マ
ッ
ト
レ
ス
を
選
択
す

る
こ
と
で
、
褥
瘡
の
発
生
を
予
防
す
る
ケ
ア
を
検
討
し
ま
す
。

　ま
た
、
褥
瘡
を
は
じ
め
と
す
る
創
傷
（
傷
）
を
治
す
た
め

に
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
褥
瘡
廻
診
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
治

療
計
画
を
立
て
ま
す
。 

（
担
当
：
山
本
）

〇
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
と
人
工
膀
胱
）

　ス
ト
ー
マ
を
造
設
す
る
手
術
を
控
え
て
い
る
方
の
不
安
が
軽

減
で
き
る
よ
う
に
手
術
前
は
外
来
で
ス
ト
ー
マ
造
設
後
の
生
活

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

（
担
当
：
石
川
）

　入
院
中
は
、
手
術
後
ス
ト
ー
マ
の
管
理
に
困
ら
な
い
よ
う
に

位
置
決
め
を
し
た
後
、
手
術
後
、
個
々
に
合
わ
せ
た
装
具
を
選

択
、
患
者
さ
ん
お
よ
び
御
家
族
に
ス
ト
ー
マ
の
管
理
方
法
や
日

常
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

（
担
当
：
奈
木
）

　ス
ト
ー
マ
を
保
有
さ
れ
て
い
る
方
が
加
齢
に
伴
う
変
化
に
対

応
し
て
い
け
る
よ
う
に
ス
キ
ン
ケ
ア
外
来
で
定
期
的
に
皮
膚
の

観
察
を
行
い
、
日
常
生
活
上
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま

す
。 

（
担
当
：
山
本
）

〇
失
禁

　病
気
や
手
術
後
、
加
齢
に
よ
っ
て
発
生
す
る
尿
や
便
失
禁
の

改
善
を
促
す
ケ
ア
、
ま
た
失
禁
に
よ
る
皮
膚
か
ぶ
れ
に
対
す
る

予
防
や
改
善
の
た
め
の
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
排
尿
自
立

支
援
チ
ー
ム
に
て
、
自
力
で
排
尿
が
で
き
る
よ
う
に
医
師
と
共

に
治
療
計
画
を
立
て
ま
す
。 

（
担
当
：
奈
木
）

〇
特
定
行
為
研
修
を
終
了
し
て
い
る
看
護
師
（
奈
木
）

　傷
の
血
液
が
供
給
さ
れ
な
い
組
織
の
除
去
や
傷
を
早
く
治
す

手
助
け
を
す
る
医
療
行
為
を
行
え
る
看
護
師
で
す
。
適
切
な
時

期
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
処
置
が
行
え
る
こ
と
か
ら
医
師
の
診
療
業

務
の
代
行
が
で
き
ま
す
。

　最
後
に
地
域
の
病
院
・
施
設
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
患
者
さ
ん
を
支
え
て
い
く
事
が
私
た
ち
の

使
命
で
す
。
療
養
生
活
に
お
け
る
お
悩
み
は
い
つ
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
運
動
療
法
】

　
適
度
な
運
動
は
骨
の
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
て
、
カ
ル

シ
ウ
ム
が
骨
に
し
っ
か
り
蓄
え
ら
れ
る
の
を
助
け
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
か
か
と
あ
げ
な
ど

軽
い
運
動
を
す
る
だ
け
で
も
効
果
的
で
す
。
適
度
な
日
光

浴
で
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
、
体
内
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
作
ら
れ
ま
す
。
冬
で
あ
れ
ば
30
分
〜
60
分
程
度
散
歩
に

出
か
け
た
り
、
夏
で
あ
れ
ば
暑
さ
を
避
け
て
木
陰
で
30
分

程
度
過
ご
し
た
り
、
積
極
的
に
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

【
薬
物
療
法
】

　
骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
、
骨
密
度
を
増
や
し
た
り
、
骨

質
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
骨
折
を
予
防
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
腰
痛
な
ど
の
痛
み
を
抑

え
る
作
用
を
持
っ
た
お
薬
も
あ
り
ま
す
。
個
人
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
注
射
や
内
服
薬
を
、
医
師
と
相
談
し

て
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お
薬
は
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
医
療
と
連
携
し
、
治
療
率
の
向
上
、
脆

弱
性
骨
折
・
寝
た
き
り
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
生
活

の
質
を
保
て
る
よ
う
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

認
定
看
護
師
の
活
動
紹
介
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
特
定
認
定
看
護
師
　奈
木
志
津
子

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
　
　山
本
利
恵
子
、
石
川
美
幸

護部だより護部だより看

山本看護師（左）、奈木看護師（右）
石川看護師（中央）

骨粗鬆症リエゾンチームのメンバー

カンファレンスの様子

（３） ちょうしんき 第75号 （２）ちょうしんき第75号

ル
ビ
あ
り
注
意

じ
ょ
く
そ
う

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
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もくじ

　
普
段
「
ち
ょ
う
し
ん
き
」
を
身
に
つ
け
な

く
な
っ
て
久
し
い
眼
科
医
の
飯
田
と
申
し
ま

す
。

　
当
院
で
は
眼
科
用
手
術
シ
ス
テ
ム
を
最
新

の
も
の
に
更
新
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
ラ
イ
カ
社
の
眼
科
手
術
顕
微
鏡

と
内
臓
型
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ（
網
膜
光
干
渉
断
層

計
）
シ
ス
テ
ム
、
ア
ル
コ
ン
社
の 

３
Ｄ
手
術

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
カ
社
の
顕
微
鏡
内
蔵
型
術
中
Ｏ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
で
は
当
院
が
導
入
第

一
号
の
最
新
の
機
器
と
な
り
ま
す
。
網
膜
剥

離
、
黄
斑
円
孔
、
黄
斑
前
膜
、
増
殖
糖
尿
病

網
膜
症
な
ど
網
膜
に
対
す
る
繊
細
な
手
術
操

作
が
必
要
な
手
術
で
優
れ
た
効
力
を
発
揮
し

ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
、
微
弱
な
レ
ー
ザ
ー
光
の
干
渉

作
用
を
用
い
て
網
膜
の
断
層
画
像
を
数
㎛
の

分
解
能
で
詳
細
に
描
出
可
能
な
検
査
機
器
で

す
。
従
来
は
、
手
術
前
の
外
来
に
て
行
う
Ｏ

Ｃ
Ｔ
検
査
の
情
報
を
頼
り
に
、
術
中
の
顕
微

鏡
所
見
と
併
せ
て
網
膜
硝
子
体
界
面
の
状
態

を
想
像
し
な
が
ら
手
術
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
眼
底
出
血
に
よ
り
手
術
前

に
網
膜
の
詳
細
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
も
あ
り
、
手
術
時
の
顕
微
鏡
所
見
の

み
を
頼
り
に
網
膜
界
面
の
状
態
を
判
断
し
、

術
式
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
手
術
中
に
Ｏ
Ｃ
Ｔ
画
像
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
た
め
、
網
膜
剥
離
に
お
け
る
網
膜
下
液

や
黄
斑
円
孔
の
状
態
等
の
評
価
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
正
確
な
術
中
判

断
に
基
づ
く
精
密
な
手
術
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
３
Ｄ
手
術
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
用

い
る
こ
と
で
、
術
前
の
検
査
結
果
を
手
術
時
の
３
Ｄ

モ
ニ
タ
ー
に
統
合
し
て
表
示
さ
せ
な
が
ら
、
手
術
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
白
内
障

手
術
に
お
い
て
も
、
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
術
後

の
残
余
乱
視
の
最
小
化
を
図
り
、
よ
り
付
加
価
値
の

高
い
精
密
な
手
術
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
更
新
に
よ
り
、
最
先
端
の
眼
科
手
術
環
境
が
整
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
よ
り
安
全
で
低
侵
襲
、
高
精
度
な
治
療
を

地
域
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

最
新
の
眼
科
手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た

　
　
　眼科
　飯
田
悠
人

❶
眼
科
手
術
顕
微
鏡
　
❷
内
蔵
型
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

❸
３
Ｄ
手
術
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

❶

❸

❷
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（紹介状がない場合は特定初診料が7,700円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

令和５年１月６日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科窓口の受付時間は8:15～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午）

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当医療センターのホームページでご確認下さい。

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 中山 織田 交替 中島 藤本

二診 スポーツ外来 澤田 加藤 織田 中島佐伯
三診 交替 中山 佐伯 加藤 佐伯

義肢装具 義肢装具

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）
午後 手術 手術 手術 手術

呼吸器内科
呼吸器外科

一診
午前 午前 第1･第3･第5 第１ 午前非常勤 藤川

非常勤 非常勤 第2・第4 第2・第3・第4・第5 非常勤藤川 小澤

二診 小林 午前 小林小林

三診 小澤
午前

第1･第3･第4・第5
第１

一條小澤

小澤 第2・第3・第4・第5
藤川

四診
（呼吸器内科） 金田 上原 一條 再診 再診

金田 上原
手術 気管支ファイバー 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前のみ 新患のみ 再診 再診 再診
野垣 柳田 柳田 柳田 柳田

※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 大石/鈴木 善當
午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石/坪井
午後・再診 善當/鈴木 鈴木 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 久保 野垣 鈴木

消化器内科

一診 松下 渡邉 米倉 竹内 横田
二診 米倉 竹内 金山 渡邉 金山

三診 横田 午後 午後
松下 松下

※検診で異常を指摘され、２次精検希望の方は原則予約対応です。
あらかじめ電話や窓口で予約をしてからご来院ください。

　予約外で窓口に来院された場合は予約をとらせていただきます。

放射線治療科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科
一診 磯野 上村 植田 野澤 植田
二診 渡邊 林 惟康 佐京 磯野
三診 内山 三枝

専門外来
午前 ヘルニア専門外来

和田

午後 肥満外科外来
渡邊

乳腺外来 午後 ※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
　問い合せ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 渡邉 三倉
午前・二診 渡邉
午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科
一診 山形 金城 交替 村田 浦野
二診 平田 山形

※受付時間は10:00までです。

専門外来 午後
頭痛外来
交替

※「頭痛外来」は完全予約制です。紹介状が必要です。

泌尿器科

一診

第1・第3・第5

福澤 福澤 畑野 　　松下
第2・第4
交替

二診 後藤 畑野 浅賀 後藤
その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術

※初診の方は待ち時間があります。
※受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 鹿毛 鹿毛 鹿毛 鹿毛 鹿毛
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野
三診 富田 富田 富田 富田 富田

四診 第3
伊藤

光線 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

※完全予約制です。詳しくは皮膚科に問い合せ下さい。
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)

（専門外来）
リンパ浮腫外来 第１・第3 第2・第4

三倉 磯野

学童専門外来
16:30～17:00 16:30～17:00

※完全予約制です。詳しくは皮膚科に問い合せ下さい。
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 小松

午後・一診 第１ 13:30～14:00 小松 13:30～14:00 小松手術 市検診 市検診
※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科
一診 山河 音成 山河 山河 音成
二診 音成 山河 音成 音成 山河

※診察は午前のみになります。	

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合内科 午前･一診 谷尾 久保

第1･第3･第4・第5

谷尾 鈴木
奥田
第2
担当

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科 午前

第1・第3・第5
交替
第2・第4
鈴木

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

循環器内科

一診 青山 蔦野 小夫家 石田 金森

二診 北橋 青山 西山 午後 中村蔦野

三診 第2・第4午前 小夫家金森
（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合せ下さい。

小児科

午前・初診

第１・第３・第４・第５

髙梨 髙梨 植田 植田
髙梨
第２
植田

午前
専門外来

腎臓（第１・第3.･第5） 専門 専門 専門 専門
和田 武藤 那須 那須 武藤

心臓　第2 発達相談 専門
こども 那須 武藤

午後
専門外来

乳児検診
（第2･4･5）

神経・発達 発達相談 神経・発達 内分泌（第2・第4） 発達
那須 那須 那須 金城 武藤

心臓　第2 アレルギー 神経 専門（第1・第3） アレルギー
こども 植田 武藤 武藤 植田
※受付時間は10:00までです。	
※“こども”は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	

眼　　科

午前・一診 田平 飯田 田平 飯田 飯田
午前・二診 志水 志水 小原 小原 志水
午後・一診 志水 田平
午後・二診 小原 田平 志水

※受付時間は10:00までです。


